
 

大気環境測定局新規設置に係るコスト等について

 

１．測定局舎整備 

 常時監視に係る測定局の構造は、①既存の建物の一部を利用して

と、②一戸建てとして建設する場合がある。 

②の一戸建ての場合は、1)固定タイプとして、経済性、組み立て

さから木造、プレハブ造り等、2)コンテナタイプとして、アルミ製

テナに測定器を設置するものがある。2)の場合は、防火上の問題は

震による傾斜等の被害を避けるために、基礎に固定する工事が必要

いずれの場合も入札により決定されるが、既存の建物の一部を利

例えば、５０～２５０万円程度、一戸建ての場合は例えば２６０万

万円程度と規模や仕様によっても額が異なる。 

 

２．測定局舎及び自動測定機に必要な経費 

（１）局舎維持管理費 

 局舎の維持には、空調設備に係る電気使用料、機器の洗浄等のた

料、取得したデータを送信するための回線使用料が必要であり、そ

の規模や整備機器の内容によって多少の変動はあるが、おおよそ年

度である。 

（２）機器購入及び保守・点検費 

 局舎整備と同様に、機器の購入及び保守・点検は入札による場合

あるため、その落札額はそれぞれ異なってくる。 

ＮＯ2 の場合は、機器購入額は例えば約１２０万円～３７０万円

の場合は例えば約１６０万円～４９０万円程度となっている。また

守費用はＮＯ2 では約３１万～４４万円程度、ＳＰＭでは約８万～

となっている。 

保守点検では測定項目をまとめて入札している場合もあり、気象

項目の場合、年間１１０万～１８０万円程度で実施している例もあ

 

３．手分析モニタリングに必要な経費 

（１）ベンゼン 

 ベンゼンの測定は、定点において月１回以上の頻度で１年間にわ

実施しており、１地点当たりの年間測定費用は、例えば２８万～９

（２）ダイオキシン類 

 大気のダイオキシン類の測定は、１地点当たり年４回（夏季及び

２回以上）測定を実施しており、１地点当たりの年間測定費用は、

～９０万円程度。 
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